
令和６年度成長型中小企業等研究開発支援事業 新規採択案件

■主たる研究等実施機関 ：鳥羽工産株式会社（岐阜県）
■共同研究等実施機関：学校法人大同学園大同大学
■アドバイザー：自動車関連メーカーほか
■川下事業者：自動車関連メーカー
■事業管理機関：（公財）岐阜県産業経済振興センター（岐阜県）
■主たる技術 ：立体造形
■研究開発概要：
自動車の全方位の車種展開には、車両開発と生産の効率化が一層求められる。

金型では従来の量産用金型と試作用金型の狭間を埋める強さ、硬さ、粘りを有する
金型材料開発が期待されている。本事業では、車種ごとの生産台数に最適な機械的
性能を備えた亜鉛系高強度・高耐久材料の鋳造技術と金型を開発する。さらに鋳造
工程での温暖化ガス排出量を削減し、金型材料の水平リサイクルにより、ライフサイ
クルでの環境負荷低減を実現する。

計画名：全方位の車種展開と多様なデザインの車両生産効率
化に貢献し低環境負荷の亜鉛系高強度・高耐久金型の開発

従来技術 （鋳鉄製金型） 新技術 （ALZSⅡ製金型）
1. 金型性能

2. 材料鋳造時の製造方法

3. 環境性能

鋳鉄（生産型）
・溶解温度 ： 1200℃
・加工性 ： 難
・金型構造 ： 複雑

ALZSⅡ金型
・溶解温度 ： 約490℃
・加工性 ： 良
・金型構造 ： 簡易

キュポラ、電気炉など

自然冷却

鋳造工程のCO2排出量（1ｔあたり）： 570Kg 鋳造工程のCO2排出量（1ｔあたり）： 134Kg

一体式溶解炉

廃棄金型
廃棄金型

新規金型

水平リサイクル可能
ライフサイクル全体で環境負荷低い

廃棄処理

破砕業者引取

水タンク

金枠冷却装置

チラー

低周波誘導炉水タンク

スクラップ配合
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